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△ABCの面積＝△ABD の面積＋△ACDの面積 
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ここで，  cos,cos acbc  だから，次のようになる。 
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力，変位，速度，加速度などのように，大きさ，方向，向きをもつ量をベクトルという。 

質量，時間，面積，仕事，エネルギーなどように，大きさのみをもつ量をスカラーとい

う。 
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(1) 
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(3) 

tx 12 とおくと，次のように求められる。 

4

4

33 )32(

6
)2(3)32(

1

)12(

1































x
tx

dx

d

tdt

d

xdx

d
 

 

(4) 

tx tan とおくと，次のように求められる。 
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(5) 

tx cos とおくと，次のように求められる。 
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半径を xとすると，体積は 3/4)( 3xxf  ，表面積は 24)( xxg  で表すことができる。 

体積の増加量は， 24/)( xdxxdf  で 3x ， 01.0x として，次のように求められる。 

  32 cm13.101.00.34/)0.3()0.3()01.3(  xdxdfff  

表面積の増加量は， xdxxdg 8/)(  で 3x ， 01.0x として，次のように求められる。 
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(1) 

tx 12 とおき，両辺の微分をとれば， dtxdx 2 ， 2/dtxdx  であるから，次のように求めら

れる。 
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tsin とおき，両辺の微分をとれば， dtxdx cos であるから，次のように求められる。 
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(3) 

xdxxdhxxg e  /)(,log)( とおくと， 2/)(,/1/)( 2xxhxxxdg  だから，次のように求められる。 
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 だから，次のように求められる。 
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切り取る正方形の一辺を xとすると，容積は次のように与えられる。 
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ここで，与えられた寸法から 6 は不適であり 2x となる。念のため確認すると，次のよう

になる。 
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よって， 2x のとき，容積 3cm128 が最大となる。 
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図 2－17と同様に考えると， dxxa
a

b
dA 222  だから，次のように求められる。 
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図 2－19と同様に考えると， dxxadV )( 22  だから，次のように求められる。 
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